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おしらせ
I あけましておめでとうございます．

I 26名の方から課題の提出がありました．T2SCHOLAより
フィードバックしています．
手書きのコメントは読みにくい（読めない）かもしれませ
ん．この資料にあるものが「正式」で手書きは山田用のメモ
とお考えください．

I 1月 12日は月曜日の時間割；次回は 1月 19日．

I 課題提出締め切り：1月 16日（月）07:00．

I 学修アンケートにご協力ください．
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おしらせ
学生調査 2022年追加調査にご協力ください．
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http://www.siengp.titech.ac.jp/gakuseichousa/index.html?_gl=1*1e9ms72*_ga*MTI1OTY1NDEzNC4xNjYzNDAzNzg4*_ga_VKBJ61GEPE*MTY3Mjc1MjI0Mi42Mi4wLjE2NzI3NTIyNDIuMC4wLjA.


質問から
Q: 成積評価（原文ママ：成績のことか）を見返してい
たのですが，「Z = 5× [ z5 ] で与えられる Z と 100の
うち大きくない方を評価点とする」とありますが，
Z が 100 を超えることはありえますか．ないような
気がしますが．
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質問から
Q: K = H = 0 なら平面の一部になる気がするが，

K = 0 で H 6= 0，K 6= 0，H = 0 の場合はどのよう
な曲面になるのか？
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例
例 (例 3.9)
I 問題 1-1 において，6u2 + v 6= 0 のとき

K = 0, H = ± 1 + 4u2 + u4

4(1 + u2 + u4)3/2(6u2 + v)
.
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例

例 (例 3.9)
I 問題 1-2 において K = 1, H = ±1，
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例

例 (例 3.9)
I 問題 1-3 において K = − sech4(u/a)/a2, H = 0

I 問題 3-1
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例

例 (例 3.9)
I 問題 2-1 において K = −1, H = ±(cosech v − sinh v)/2.
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